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特集「システムソフトウェアの新しい潮流」の
編集にあたって

亀 田 壽 夫†

「システムソフトウェアとオペレーティングシステ

ム」研究会では，時代のニーズにマッチした新しいシ

ステムソフトウェアのあるべき姿を追求してきました．

特に，この数年は，ネットワーク，モバイル，マルチメ

ディア時代を迎え，システムソフトウェアの重要性が

改めて認識されており，従来のシステムソフトウェア

の話題に加え，連続メディアの扱い，高速ネットワー

ク，モーバイル・コンピューティング，並列分散処理，

組み込み型システムのためのソフトウェアに関して活

発な議論が行われてきています．

「システムソフトウェアとオペレーティングシステ

ム」研究会は，1999年から，毎年，次世代情報基盤を

担う新しいシステムソフトウェアに焦点をあてた論文

の特集を組んできました．本特集は，その 4回目にあ

たります．本特集の編集のために，上記研究会の主査，

幹事，運営委員を中心として編集委員会が構成され，

今回は，ゲストエディタとして，私が加わりました．

本特集に対して，24 件の論文投稿があり，採録論

文の決定は次のように行われました．第 1回委員会に

おいて，各投稿論文に対し，投稿者と所属組織が異な

るメタレビューアを 1名，レビューアを 2名選定しま

した．第 2回委員会において，第一次判定が行われ，

13件が不採録，11件が条件付き採録と決定され，著

者に連絡されました．第 3回委員会において，改訂再

投稿された 11件のうち，9件を採録することに決定

し，論文誌編集委員会に報告することになりました．

不採録理由の大半が論文の書き方にあると判断されま

した．

各メタレビューア，レビューアは，論文を深く理解

して査読し，委員会において高度な議論が交わされる

様子を見受けました．これは，分野の近い専門家が多

数集まっている特集編集委員会の利点と思われます．

また，本委員会では，論文に関係している委員は，そ

の論文の審議中は座を外しており，各委員は，他委員

の関係している論文に対しても，客観的に対処して

いると見受けました．この手続きは，過去の特集と同
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じであり，査読の基準・方法も変わらないとのことで

す．しかし，この 4回の特集における論文採択状況は，

[1999年]採録 14/投稿 19，[2000年]採録 11/投稿 16，

[2001年]採録 11/投稿 21，[2002年]採録 9/投稿 24，

となっており，年を追って採択率が下がってきていま

す．特集編集委員会で，最後にそのことに話がおよび

ましたが，投稿数が増えた結果，投稿論文のレベルの

分散が広がったことなどが理由にあげられました．

ここ数十年間，また，十数年前私自身が直接オペ

レーティングシステム研究会の運営に携わっていた頃

に比べても，非常に多くの人材が質・量ともに育って

きたことを，この特集編集委員会に加わって，実感す

ることができました．ITの根幹である「システムソフ

トウェアとオペレーティングシステム」の研究開発が

今後も順調に発展していくことに期待が持てますし，

またそうあり続けることを強く望みます．
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